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平成 30 年度町内会長会議
町内会長連絡協議会総会
平成 30 年度町内会長会議が 4 月 11 日、観月台文化センター
で開催され、町内会長の 64 人のみなさんに行政連絡員を委嘱
しました。
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感謝状を受け取る退職された町内会長のみなさん

まちの情報をより身近に 広報アンケートを実施

この度はアンケート調査にご協力いただきありがとうございました。お寄せいただいたご意見を生かし、国
見町では町の情報を必要とするみなさんに、より適切にお届けできるように取り組んでいきます。
なお、広報（情報発信）に関するご意見は随時受け付けていますので、気軽にお寄せください。

問総務課文書広報係　☎ 585-2113

広報くにみに関すること
　・町民の声の欄などがもう少し増えると楽しい
　・編集委員を設け、意見を反映してみては？
　・表紙に目玉の記事を載せて読者の興味を持たせては
　・写真などを多くして文章を短く。高齢者が多い時代、
　　文字を大きくしてほしい

情報媒体 割合
広報くにみ 96.3%
回覧・チラシ 92.1%
広報くにみお知らせ版 61.1%
マスメディア 18.5%
ホームページ 7.9%
ももたんＦＭ 7.4%
ツイッター・フェイスブック 1.4%
その他（友達から聞く・学校か
らのおたより） 1.4%

1. アンケート調査
　  の概要

町では、2 月 9 日から 3 月 2 日にかけて町内会配布や町ホームページを通して、
また町外の「広報くにみ」送付者に対して広報（情報発信）に関するアンケー

ト調査を行いました。結果をとりまとめましたのでお知らせします。

■今回のアンケートは、町内会配布を通じて各世帯 1 枚の
　配布であったため、回答者は世帯主を中心に 60 歳代以
　上が 7 割を占め、若い世代からの回答が少なかった。

アンケート配布数　3,303
　　　うち回答数   　289

2. 町の情報を何から得ているか（複数回答）

3.「広報くにみ」について

※ SNS…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略
　　　　（インターネット上で人と人とのつながりを支援
　　　　するサービス。ツイッター、フェイスブックなど）

全般的なこと
　・回覧やチラシが多い、町の配布物を考えるべき
　・外国語が多く使われて意味が分からない時がある
　・新聞などでの情報発信を今後も継続してほしい
　・広報に関するアンケートは時々実施してほしい

ホームページ・SNS ※に関すること
　・町外への情報発信ツールとしてもっと活用すべき
　　（特にツイッター）
　・ホームページに予定などを載せてほしい
　・SNS は、若者が見ているので多いに利用すべき
　・インターネット未接続やスマートフォンを持たない
　　人もいることをお忘れなく

4. 国見町の広報に関する感想（要望など）

①道の駅に関する情報

②地域（地元、町内会など）の話題

③町の歴史に関すること

④町の人々の紹介（赤ちゃん、町

　で活躍している人、若い人など）

⑤農業・商業・工業に関すること
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（1）関心のある記事

■広報くにみ、回覧・チラシなどの紙媒体が多い。

（2）取り上げてほしい記事
　    多い項目  TOP5

20 歳代以下
0.7%

30 歳代  2.1%
40 歳代  5.2%

50 歳代
14.5%

60 歳代
32.2%

70 歳以上
42.9%

無回答
2.4%

回答者の年齢層▶
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